
令和 4年度(2022 年度)学生便覧の訂正について  

対象：2022 年入学 子ども教育開発専修 

2022 年度入学 国語教育専修（小） 

2022 年度入学 社会科教育専修（小）・（中） 

      2022 年度入学 理科教育専修（小）・（中） 

   2022 年度入学 音楽教育専修（小）・（中） 

2022 年度入学 保健体育専修（小）・（中） 

2022 年度入学 英語教育専修（小）・（中） 

2022 年度入学 教育学部以外 

 

訂正事項： 

①「履修基準表」の必修および自由科目の単位数 （保体） 

②「各教科の指導法」の必修選択の別（国、理、音、保体、英語） 

③「現代的・地域的教育課題に関する科目」の科目の備考欄記載（社） 

④「子ども教育開発専修専門科目」の選択科目の変更 

⑤「国語教育専修(小)専門科目」の必修選択の別（国） 

⑥副免のための教育課程・特別支援学校教諭免許状の科目 

⑦全学共通の教育実習等科目の履修年次の変更、「●教育実習の登録条件（４

年次実習）（教育学部以外）一覧における記述の修正 

 



※ 詳細は次ページ以降に記載していますので、対象となる学生は、 

よく確認すること。 



教育の総
合的理解

(注1)

現代的・
地域的教
育課題に
関する科

目

小学校
教   科

各教科の
指導法

教職実践
に関する

科目
(注2)

必
　
修

選
　
択

教育実践学
専 修

20 21 5 20 20 10 15 9 0 4 124

子ども教育
開 発 専 修

20 21 5 20 20 11 16 7 0 4 124

国 語 教 育
専 修

20 21 5 14 20 10 22 8 0 4 124

社会科教育
専 修

20 21 7 14 20 10 10 12 6 4 124

数 学 教 育
専 修

22 21 5 14 20 10 10 9 9 4 124

理 科 教 育
専 修

20 21 5 14 20 10 16 10 4 4 124

音 楽 教 育
専 修

20 21 5 14 20 10 19 11 0 4 124

美 術 教 育
専 修

20 21 5 14 22 10 11 12 5 4 124

保 健 体 育
専 修

20 21 5 14 20 10 22 7 1 4 124

技 術 教 育
専 修

22 21 5 14 20 10 16 4 8 4 124

生 活 科 学
教 育 専 修

20 21 5 14 20 10 20 6 4 4 124

英 語 教 育
専 修

20 21 5 14 20 10 17 13 0 4 124

国 語 教 育
専 修

20 21 5 － 8 10 20 22 14 4 124

社会科教育
専 修

20 21 7 － 8 10 26 12 16 4 124

数 学 教 育
専 修

22 21 5 － 8 10 22 6 26 4 124

理 科 教 育
専 修

20 21 5 － 8 10 20 28 8 4 124

音 楽 教 育
専 修

20 21 5 － 8 10 30 10 16 4 124

美 術 教 育
専 修

20 21 5 － 10 10 11 22 21 4 124

保 健 体 育
専 修

20 21 5 － 8 10 27 12 17 4 124

技 術 教 育
専 修

22 21 5 － 8 10 20 22 12 4 124

生 活 科 学
教 育 専 修

20 21 5 － 8 10 26 12 18 4 124

英 語 教 育
専 修

20 21 5 － 8 10 27 25 4 4 124

特別支援教
育専修(小)

20 21 5 10 20 9 28 7 0 4 124

特別支援教
育専修(中)

20 21 5 － 8 9 28 29 0 4 124

(注１)教育の総合的理解（21）＝教育の基礎的理解に関する科目（10）＋道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目（11）

(注２)教職実践に関する科目（10）＝教職体験Ⅰ（１）＋教職体験Ⅱ（１）＋介護等体験指導（１）＋学校教育実践研究（１）＋教育実習（４）＋教職実践演習（２）

　　　 ※子ども教育開発専修においては、教職体験Ⅱの代わりに、子ども学フィールドワーク（２）を履修し、教育実践に関する科目を１１単位履修すること。

　　　 ※特別支援教育専修においては、教職体験Ⅱの代わりに、インクルーシブ教育フィールドワーク（１）を履修すること。

　     ※教職実践演習の一部クラスでは、教職実践研究（自由科目）の履修を前提としているので、注意すること。

       ＊＊は、介護等体験指導（１）を省く。

(注４)自由科目は、共通教育等科目又は専門教育科目から履修することができる。

(注５)現代的・地域的教育課題に関する科目においては、「地域志向教育科目」を１科目以上履修すること。

(注６)共通教育科目のうち健康運動系科目の「運動・スポーツ科学演習」については、１種目のみ履修可能（複数種目の履修は不可）。

２．履修基準表

(注３)特別支援教育専攻中学校選修の＊は、特別支援教育専修の提供する選択科目の他に、１教科の中学校一種免許状取得に必要な『教科に関する専門的事
項』の科目20単位以上を含むこと。

小 学 校
教育コース
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共
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等
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(注4)

卒
業
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卒
業
研
究
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(専攻共通含む)

***

**

専修

科 目



　　　　・小学校教育コースは、「各教科の指導法」（小学校）について履修すること。

　　　　・中学校教育コースは、当該専修の「各教科の指導法」（中学校）について履修すること。

科目番号
小

ｺｰｽ
中

ｺｰｽ

・各教科の指導法
（小学校）

国４０２ 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校国語科教育についての基
礎的研究

社３９０ 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校社会科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述

教数３５５ 　初等算数科教育法 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校算数科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述

理３９０ 　初等理科教育法 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校理科教育の目標、内容、方
法等に関する具体的講述

理科教育専修・
中コースは選択

教共３０２ 　初等生活科教育法 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校生活科教育の目標、内容、
方法研究の成果に基づいた具体的
な授業実践の検証を通して生活科
の在り方について学ぶ

音３６５ 　初等音楽科教育法 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校音楽科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述

音楽教育専修・
中コースは選択

美２５１ 　初等図工科教育法 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校図工科教育の目標、内容、
方法等についての具体的講述

美術教育専修・
中コースは必修

体３６１ 　初等体育科教育法 必 自 2 １－２ 2～3 前・後 　小学校体育科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述

体育教育専修・
中コースは選択

家３９２ 　初等家庭科教育法 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校家庭科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述と実践

英教６０２ 　初等外国語教育法 必 自 2 ２－０ 2～3 前・後 　小学校外国語教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述と実践

英語教育専修・
中コースは選択

・各教科の指導法
（中学校）

国４０３ 　国語科教育法Ａ 自 必 2 ２－０ 2～3 前又は後 　学習指導要領を踏まえた授業構
想を学ぶ 国語教育専修

国４０４ 　国語科教育法Ｂ 自 必 2 ２－０ 2～3 前又は後 　具体的実践例をもとに授業を構想
する

国４０５ 　国語科教育法Ｃ 自 必 2 ２－０ 2～3 前又は後 　模擬授業と省察を繰り返し体験的
に学ぶ

国４０７ 必 必 2 ２－０ 2～3 前又は後 　模擬授業と省察を繰り返し体験的
に学ぶ

社３９３ 　社会科教育法Ⅰ 自 必 2 ２－０ 2 前 　社会科教育（公民系）の目標、内
容、方法等に関する指導

社会科教育専
修

社３９４ 自 必 2 ２－０ 2 後 　　社会科教育（公民系）の内容とそ
の展開の研究

社４００ 自 必 2 ２－０ 2 後 　社会科教育（地理歴史系）の目
標、内容、方法等に関する指導

社４０１ 自 必 2 ２－０ 3 前 　　社会科教育（地理歴史系）の内
容とその展開の研究

教数３５３ 自 必 2 ２－０ 2 後 　数学教育の目的、内容、方法、歴
史等に関する概説 数学教育専修

教数３５４ 自 必 2 ２－０ 3 前 　数学教育の内容、教材、方法に関
する具体的講述

教数３５６ 自 必 2 ２－０ 3 前 　数学教育の教材、方法、授業に関
する実践的講述

教数３５１ 自 必 2 ２－０ 3 後   数学教育の目的、内容、方法等の
特定領域に関する考究

理３９１ 　理科教育法Ａ 選 必 2 ２－０ 3 前 　中・高理科教育の目標、内容、方
法等に関する総論 理科教育専修

理３９２ 　理科教育法Ｂ 選 必 2 ２－０ 3 前又は後   中・高理科教育の教材の活用法や
学習評価等に関する概説及び模擬
授業の実施とその振り返り

理３９３ 　理科教育法Ｃ 選 必 2 ２－０ 3 前又は後   物理的・地学的内容を中心とした
中・高理科教育の教材の効果的な
活用法等について

理４９５ 　理科教育法Ｄ 選 必 2 ２－０ 3 前又は後   生物的・化学的内容を中心とした
中・高理科教育の教材の効果的な
活用法等について

必修選択
の別

　社会科教育法Ⅳ

　数学科教育法C

　(４）各教科の指導法

備　考

科　　　目　　　名

単
位
数

週
時
間

学　期

左記に対応する開設授業科目
受講
年次

免許法施行規則に
定める科目区分等

　社会科教育法Ⅲ

　社会科教育法Ⅱ

授　業　内　容

　初等社会科教育法

　初等国語科教育法

　数学科教育法D

　国語教育論Ⅱ

　数学科教育法Ａ

　数学科教育法Ｂ



科目番号

大学が独自に設定
する科目

教共113 新聞活用実践講座 選必 2 ２－０ 1～4 前 　学校教育現場に新聞を活用する
NIEの取り組みや新聞の特長、役割
を学び、情報活用能力を養う。併せ
て、ワークショップ形式で、子どもた
ちの言語活動の充実や思考力、判
断力、表現力等を培う新聞の可能
性や活用法を学ぶ

教共２１５ 離島・へき地教育概論 選必 2 ２－０ 2～4 前 　離島・へき地の学校教育の現状と
課題を概観する

教共２１６ 子どもと多言語・多文化教育 選必 2 ２－０ 2～3 前 　学校教育における外国人および
日本語を母語としない児童生徒の
現状と課題、その指導方法につい
て概観する

教共１２０ 環境科学概論 選必 2 ２－０ 1～4 後 　身近な自然環境について，科学
的視点から概説する。

教共１２１ 琉球・沖縄史を学びあう 選必 2 ２－０ 1～4 前 　琉球・沖縄史を巡る諸問題につい
て学びあう。

 ※社会科教
育専修は 専修
 専門必修科目

教共１２３ 沖縄の環境と社会 選必 2 ２－０ 1～4 後 　沖縄の環境問題と沖縄社会との
関連について、哲学、社会学、政治
学、地理学等の視角から考察する
方法を学ぶ。

教共１１９ 沖縄生活文化論 選必 2 ２－０ 1～4 後    沖縄の生活文化について、食生
活を中心にその現状を踏まえなが
ら、生活課題について考察する

英教３８９ 小学校英語演習Ⅰ 選必 2 ２－０ 3～4 前 　外国語活動及び教科外国語を担
当する際に必要となる基本的な指
導法や指導技術について学ぶ

※教育実践学
専修は専修専
門必修単位、
小コース英語
教育専修は専
門選択単位

技１８１ ものづくり概論 選必 2 ２－０ 1～2 後 　普通教育におけるものづくり教育
の役割とその理論的背景，具体的
な授業実践例等を紹介するととも
に，製作活動を通して，ものづくり活
動の教育的有用性を検証していく

教共１２２ 平和教育学概論 選必 2 ２－０ 1～4 後 　沖縄戦、軍事基地を巡る諸問題
について概観し、平和教育の目標・
方法について考察する。

教共６０１ 小学校プログラミング教育概論
Ⅰ

選必 1 １－０ 2～4 前・後 プログラミングに関する基礎的な技
能を身につけるとともに、児童にプ
ログラミング的思考を育む実践的な
授業を考案できるようになる。

教共６０２ 小学校プログラミング教育概論
Ⅱ

選必 1 １－０ 2～4 前・後 Ⅰを受講済の学生が指導補助者と
して参加することにより、児童にプロ
グラミング的思考を育む実践的な授
業力を伸ばす

Ⅰを受講済み
であること。

学期 授　業　内　容 備　考
必修
選択
の別

  （２） 現代的・地域的教育課題に関する科目

科　　　目　　　名

左記に対応する開設授業科目 単
位
数

週時間
受講
年次

免許法施行規則に
定める科目区分等

地域志向

教育科目

の７科目

から１科

目以上

地域

志向

教育

科目



科目番号
小

ｺｰｽ
中

ｺｰｽ

必修選択
の別

備　考

科　　　目　　　名

単
位
数

週
時
間

学　期

左記に対応する開設授業科目
受講
年次

免許法施行規則に
定める科目区分等

授　業　内　容

・各教科の指導法
（中学校）

音３７１ 選 必 2 ２－０ 2 前 　中学校及び高等学校における音
楽科教育の基礎理論 音楽教育専修

音３７２ 選 必 2 ２－０ 2 後 　中学校及び高等学校における音
楽科教育の基礎実践

音３７３ 選 必 2 ２－０ 3 前 　中学校及び高等学校における音
楽科教育の理論と実践の往還

音３７４ 選 必 2 ２－０ 3 後 　中学校及び高等学校における音
楽科教育の発展演習

美２５２ 必 必 2 ２－０ 2 前 　美術教育についての基礎的理論
及び授業研究

美術教育専修

美３５１ 選 必 2 ２－０ 3 前 　美術教育の指導内容、指導方法
等の研究

美３５２ 選 必 2 ２－０ 3 後 　美術教育の指導内容、指導方法
等の研究

美３５９ 選 必 2 ２－０ 4 前 　美術教育の指導内容、指導方法
等の研究

体３６６ 選 必 2 ２－０ 2 後 　保健体育科の目標、内容方法に
関する指導

保健体育専修

体３６７ 選 必 2 ２－０ 3 前 　保健体育科の目標、内容方法に
関する指導

体３６８ 選 必 2 ２－０ 3 前 　保健体育科の目標、内容方法に
関する指導

体３６９ 　保健体育科教育法Ｄ 選 必 2 ２－０ 3 後 　保健体育科の目標、内容方法に
関する指導

技２７１ 自 必 2 ２－０ 2 後 　技術科教育の目標、内容、指導
法、授業観察、模擬授業など

技術教育専修

技３７１ 自 必 2 ２－０ 3 前 　教材教具、学習指導案作成及び
評価について

技３７２ 自 必 2 ２－０ 3 後 　実習室の管理運営、実習の安全、
事故・災害事例とその対策について

技４７１ 自 必 2 ２－０ 4 前 技術科教育の国内外の授業実践例
について

家２９１ 自 必 2 ２－０ 2 後 　中学校技術・家庭科家庭分野各
領域の内容の取扱いと授業研究

生活科学教育
専修

家３９０ 自 必 2 ２－０ 3 前 　高等学校家庭科の各領域の内容
の取扱いと授業研究

家３９１ 自 必 2 ２－０ 3 後 　中・高校家庭科の教育基礎理論

家５０１ 自 必 2 ２－０ 4 前 家庭科における学習法と評価法に
ついての指導実践

英教２９１ 選 必 2 ２－０ 2 後 　英語科教育の理論と実践を学ぶ 英語教育専修

英教３９１ 選 必 2 ２－０ 3 前 　英語科教育の理論と実践を学ぶ

英教３９２ 選 必 2 ２－０ 3 後 　英語科教育の理論と実践を学ぶ

英教３９３ 選 必 2 ２－０ 4 前 　英語科教育の理論と実践を学ぶ　　英語科教育法D

　保健体育科教育法Ａ

　美術科教育法Ｂ

　英語科教育法Ｃ

　家庭科教育法Ｂ

　家庭科教育法Ａ

　技術科教育法D

　美術科教育法Ａ

　保健体育科教育法Ｂ

　美術科教育法Ｃ

　音楽科教育法Ｃ

　美術科教育法D

　英語科教育法Ａ

　英語科教育法Ｂ

　家庭科教育法D

　保健体育科教育法Ｃ

　技術科教育法Ｃ

　家庭科教育法Ｃ

　技術科教育法Ｂ

　技術科教育法Ａ

　音楽科教育法D

　音楽科教育法Ｂ

　音楽科教育法Ａ



必修選
択の別

科目番号 授　業　科　目
単
位

週時間
受　講
年　次

学　期 授　　業　　内　　容 備　考

教職203 学習心理学 2 ２－０ 2 後 　健常児及び障害児の学習の過程、学習に
関する理論及び学習指導の概説

教免科目
子どもの文化・
生活世界

子201 子どもの発達と教育・学校
制度

2 2－０ 2 前 　子どもの発達と教育制度・学校制度につい
ての概説を行なう

子どもの文化・
生活世界

子202 教育と法 2 ２－０ 2～3 後 　学校教育に関する法令や裁判例を読み解
くための基本的な知識を学び、応用する

子どもの文化・
生活世界

子205 子どもと社会
2 ２－０ 2 後

　子どもの社会的位置づけがどう変化してき
たか歴史的かつ国際比較を交えた視点から
考える

子どもの文化・
生活世界

子206 学校経営と学校図書館 2 ２－０ 2 前又は後 　学校図書館の教育的意義や経営などにつ
いて学ぶ

司書教諭資格
必修
子どもの文化・
生活世界

子207 学校図書館メディアの構成 2 ２－０ 2～3 前又は後 　学校図書館メディアの構成に関する理解
及び実務能力の育成を図る

司書教諭資格
必修
子どもの文化・
生活世界

子208 学習指導と学校図書館 2 ２－０ 2～3 前又は後 　学習指導における学校図書館メディアの
活用について学ぶ

司書教諭資格
必修
子どもの文化・
生活世界子209 読書と豊かな人間性 2 ２－０ 2～3 前又は後 　児童生徒の発達段階に応じた読書教育の

理念と方法について学ぶ
司書教諭資格
必修
子どもの文化・
生活世界

子212 乳幼児教育学 2 2－０ 2 前又は後 　幼小連携を視野に入れながら、小学校教
育と幼稚園教育との連続性や課題について
学ぶ。

幼児の発達と
教育

子304 情報メディアの活用 2 ２－０ 3～4 前又は後 　学校図書館における多様な情報メディアの
特性と活用法について学ぶ

司書教諭資格
必修
子どもの文化・
生活世界

子306 子ども読書論 2 ２－０ 3～4 前又は後 　子どもと読書を巡る諸問題について考察す
る

子どもの文化・
生活世界

教職201 児童心理学 2 ２－０ 2 後 　健常児及び障害児の児童期における発達
過程、性格形成等の諸問題の概説

教免科目
幼児の発達と
教育

教職332 幼児理解 2 ２－０ 3 前 　乳幼児における発達過程、性格形成等の
諸問題の概説

幼免科目
幼児の発達と
教育

教職351 幼稚園教育課程の編成方
法

1 １－０ 2～3 前又は後 　幼稚園教育課程の意義及び編成方法 幼免科目
幼児の発達と
教育

教職352 幼児の教育方法 1 １－０ 2～3 前又は後 　幼児の教育及び方法の理論と実践 幼免科目
幼児の発達と
教育

教職353 健康 2 ２－０ 2～4 前又は後 　幼稚園における保育内容の一領域である
「健康」のねらい・内容を理解し実践のあり方
を習得する

幼免科目
幼児の発達と
教育

教職251 人間関係 2 ２－０ 2～4 前又は後 　幼稚園における保育内容の一領域である
「人間関係」のねらい・内容を理解し実践の
あり方を習得する

幼免科目
幼児の発達と
教育

教職252 環境 2 ２－０ 2～4 前又は後 　幼稚園における保育内容の一領域である
「環境」のねらい・内容を理解し実践のあり方
を習得する

幼免科目
幼児の発達と
教育

教職253 言葉 2 ２－０ 2～4 前又は後 　幼稚園における保育内容の一領域である
「言葉」のねらい・内容を理解し実践のあり方
を習得する

幼免科目
幼児の発達と
教育

選
　
択



国２１６ 日本古典文学特講ⅡA 2 ２－０ 3～4 前 　日本古典文学についての専門的講義

国２１７ 日本古典文学特講ⅡB 2 ２－０ 3～4 後 　日本古典文学についての専門的講義

国２１８ 日本古典文学特講Ⅲ 2 ２－０ 1～4 前又は後 　日本古典文学についての専門的講義 教員免許外科目

国２１９ 日本古典文学演習Ⅰ 2 ０－２ 3～4 通　年 　日本古典文学に係る特定の問題の演習

国２２０ 日本古典文学演習Ⅱ 2 ０－２ 3～4 通　年 　日本古典文学に係る特定の問題の演習

国３０２ 漢文学講読Ⅰ 2 ２－０ 2～4 前又は後 　漢文学の基礎的作品の講読

国３０３ 漢文学講読Ⅱ 2 ２－０ 2～4 前又は後 　漢文学の基礎的作品の講読

国３０４ 漢文学特講ⅠA 2 ２－０ 3～4 前 　漢文学についての専門的講義

国３０５ 漢文学特講ⅠB 2 ２－０ 3～4 後 　漢文学についての専門的講義

国３０６ 漢文学特講ⅡA 2 ２－０ 3～4 前 　漢文学についての専門的講義

国３０７ 漢文学特講ⅡB 2 ２－０ 3～4 後 　漢文学についての専門的講義

国３０８ 漢文学特講Ⅲ 2 ２－０ 1～4 前又は後 　漢文学についての専門的講義

国３０９ 漢文学演習Ⅰ 2 ０－２ 3～4 通　年 　漢文学に係る特定の問題の演習

国３１０ 漢文学演習Ⅱ 2 ０－２ 3～4 通　年 　漢文学に係る特定の問題の演習

国４１４ ことばの教育特講ⅠA 2 ２－０ 3～4 前 　ことばの教育についての専門的講義

国４１５ ことばの教育特講ⅠB 2 ２－０ 3～4 後 　ことばの教育についての専門的講義

国４１６ ことばの教育特講ⅡＡ 2 ２－０ 3～4 前 　ことばの教育についての専門的講義

国４１７ ことばの教育特講ⅡＢ 2 ２－０ 3～4 後 　ことばの教育についての専門的講義

国４１８ ことばの教育特講ⅢA 2 ２－０ 3～4 前 　ことばの教育についての専門的講義

国４１９ ことばの教育特講ⅢB 2 ２－０ 3～4 後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２０ ことばの教育特講ⅣＡ 2 ２－０ 3～4 前又は後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２１ ことばの教育特講ⅣＢ 2 ２－０ 3～4 前又は後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２２ ことばの教育特講Ⅴ 2 ２－０ 1～4 前又は後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２３ ことばの教育特講Ⅵ 2 ２－０ 1～4 前又は後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２４ ことばの教育演習Ⅰ 2 ０－２ 3～4 通　年 　ことばの教育に係る特定の問題の演習

国４２５ ことばの教育演習Ⅱ 2 ０－２ 3～4 通　年 　ことばの教育に係る特定の問題の演習

国４２６ ことばの教育演習Ⅲ 2 ０－２ 3～4 通　年 　ことばの教育に係る特定の問題の演習

国４２７ ことばの教育演習Ⅳ 2 ０－２ 3～4 通　年 　ことばの教育に係る特定の問題の演習

国４２８
ことばの教育フィールド
ワークⅠ

2 ０－２ 1～4 集　中 　現場の参観・実践等によることばの教育の探究

国４２９
ことばの教育フィールド
ワークⅡ

2 ０－２ 1～4 集　中 　現場の参観・実践等によることばの教育の探究

国４０３ 国語科教育法Ａ 2 ２－０ 2～3 前又は後 　学習指導要領を踏まえた授業構想を学ぶ

国４０４ 国語科教育法Ｂ 2 ２－０ 2～3 前又は後 　具体的実践例をもとに授業を構想する

国４０５ 国語科教育法Ｃ 2 ２－０ 2～3 前又は後 　模擬授業と省察を繰り返し体験的に学ぶ

国５０２ 書道Ⅱ 1 ０－２ 1～4 後 　硬筆及び毛筆によるさまざまな書体の理論と実習

国５０４ 沖縄のことばと文化 2 ２－０ 1～4 前又は後 　沖縄の言語文化をめぐる諸事項の概説

国５０５ 沖縄の文学 2 ２－０ 1～4 前又は後 　沖縄の文学についての講読を含む概説

国５０６ 思春期の自立とことば 2 ２－０ 1～4 前又は後 　思春期の人間形成と言語との関わりについての概説

必
修

国４０１ 国語概説 2 ２－０ 1～2 前又は後
　小学校国語の全領域にわたる基本的事項の概説
　（書写を含む。）

小学校・教
科に関する

科目

必
修

国４０２ 初等国語科教育法 2 ２－０ 2～3 前又は後 　小学校国語科教育についての基礎的研究
小学校・教
科の指導法

大学が独自
に設定する

科目

大学が独自
に設定する

科目

教員免許外科目

単
位

週時間
受　講
年　次

教員免許外科目

授　　業　　内　　容

自
由

中学校・教
科の指導法

　国語教育専修提供の課程共通科目

教員免許外科目

教員免許外科目

必修
選択
の別

科目番号 授　業　科　目 学　期

選
択

（
８
単
位

）



４．全学共通の教育実習等科目

共通で開設される教育の基礎的理解に関する科目等　(中学校教諭、高等学校教諭、養護教諭、栄養教諭）

全教１１１ 　教職入門 必 2 ２－０ 1 前・後 　教職の意義、教員の役割、
職務内容、活動についての
概説

中・高・養・栄

全教１２１ 　教育原理 必 2 ２－０ 1～2 前・後 　教育の理念、歴史、思想の
概説を行なう

中・高・養・栄

全教２２１ 　教育心理学 必 2 ２－０ 2～3 前・後 　健常児及び障害児の発
達、学習、評価、適応等の
教育心理

中・高・養・栄

特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する
理解

全教５０２ 特別の支援を必要とする
多様な子どもへの理解と
支援

必 1 １－０ 3 前・後 発達障害を含む特別の支援
を必要とする子どもの障害の
特性及び心身の発達を理解
する

中・高・養・栄

全教215-1 　教育社会学A 選必 2 ２－０ 2～3 前又は
後

　教育の実践・制度の現実
を社会学の視点から考察す
る

全教215-2 　教育社会学B 選必 2 ２－０ 2～3 前又は
後

　教育の実践・制度の現実
を社会学の視点から考察す
る

全教２１６ 　教育の社会史 選 2 ２－０ 2～3 前又は後 　日本国民形成論(教育論）
の特質の究明

教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・マネ
ジメントを含む。）

全教２３１ 　教育課程 必 1 １－０ 2～3 前・後 　中等教育課程に関する理
論と実践

中・高・養・栄

教育の方法及び技術 中・高

教育の方法及び技術（情報
機器及び教材の活用を含
む。）

養・栄

情報通信技術を活用した
教育の理論及び方法

全教１３１ 教育におけるICT活用 必 1 1-0 教育現場におけるICT（情報
通信技術）の役割について
理解しする。

中・高

道徳の理論及び指導法 全教２３３ 　道徳教育の理論と実践 必 2 ２－０ 2～3 前・後 　中等学校道徳教育に関す
る研究

中・養・栄

特別活動の指導法 全教２３５ 　特別活動論 必 2 ２－０ 3 前・後 　中等特別活動に関する研
究

中・高・養・栄

総合的な学習の時間の指
導法

全教５０１ 総合的な学習の時間 必 1 １－０ 3 前・後 　総合的な学習の時間につ
いて、教育課程における位
置づけや、現在行われてい
る実践を理解する。

中・高・養・栄

生徒指導の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育
の理論及び方法

全教２４１ 生徒指導論（進路指導を
含む）

必 2 ２－０ 2～3 前・後 　中等学校における生徒指
導・進路指導の理論・方法を
学習する

中・高

生徒指導の理論及び方法 全教２４１-１ 　生徒指導論 必 2 ２－０ 2～3 前・後 　中等学校における生徒指
導の理論・方法を学習する

養・栄

教育相談(カウンセリングに
関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

全教２４２ 　教育相談 選必 2 ２－０ 2 前又は後 　児童・生徒の不適応問題
に関して事例を通した相談
方法の修得と進路指導の概
説

中・高・養・栄
いずれか１科
目選択必修

全教２４３ 　学校カウンセリング 選必 2 ２－０ 2 前・後 　進路指導を含めたカウンセ
リングの理論と技術について
の概説、思春期から青年期
の不適応問題を中心として

1必

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
必修
選択
の別

単
位
数

全教２３２ 　教育方法

授　業　内　容 備　考

　中等教育の方法に関する
理論と実践

科　目 各科目に含める必要事項 科目番号 科　　　目　　　名

受講
年次

・教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

週
時
間

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安
全への対応を含む。）

道徳、
総合的
な学習
の時間
等の指
導法及
び生徒
指導、
教育相
談等に
関する
科目

学　期

教育の
基礎的
理解に
関する
科目

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。）

中・高・養・栄
いずれか１科
目選択必修

幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

1後～2前

前・後2～3１－０

教職入門を

履修済みの



【登録条件】教育実習登録時に以下の（１）～（３）の条件を満たすことが必要となります。

（２）以下の科目を履修済み又は同時履修中であること。

（３）以下の科目を同時履修すること。

　　⑯「学校教育実践指導Ⅱ」　※栄養免は「栄養教育実践研究」、養護免は「養護実践演習」

履修
済み

同時
履修

① 教職入門 １年前期～１年後期 ○
② 教育原理 １年後期～２年前期 ○
③ 教育心理学 ２年前期～２年後期 ○
④ 教育におけるICT活用 １年後期～２年前期 ○ 栄養免、養護免は除く
⑤ 教育相談or学校カウンセリング ２年前期～２年後期 ○
⑥ 教育課程 ２年前期～３年後期 ○
⑦ 教育方法 ２年前期～３年後期 ○
⑧ 教育社会学AorB ２年前期～３年後期 ○ ○
⑨ 生徒指導論（進路指導を含む） ２年前期～３年後期 ○ 栄養免、養護免は「生徒指導論」
⑩ 特別活動論 ３年前期～３年後期 ○ ○

⑪
特別な支援を必要とする多様な子どもへの
理解と支援

３年前期～３年後期 ○ ○

⑫ 道徳教育の理論と実践 ２年前期～３年後期 ○ 中免、栄養免、養護免のみ

⑬ 各教科の指導法科目 ２年前期～３年後期 ○ ※
４単位以上
（※高免については、４単位のうち２単
位までは同時履修可とする。）

⑭ 教科に関する専門的事項に係る科目 ○ 必修単位の４分の３以上
⑮ 学校教育実践指導Ⅰ ３年後期 ○ 栄養免、養護免は除く

⑯ 学校教育実践指導Ⅱ ４年前又は通年 ○
栄養免は栄養教育実践研究、
養護免は養護実践演習を履修

必修・選択必修の科目で登録条件となっていない科目

総合的な学習の時間 ３年前期～

条件①
条件② 備考

科目名 受講年次

●教育実習の登録条件（４年次実習）　（教育学部以外）　【※令和4年4月以降入学生より適用】

（１）以下の科目を履修済みであること。（高免は⑫を除く、養護免・栄養免は④を除く）

　　①「教職入門」②「教育原理」③「教育心理学」④「教育におけるICT活用」⑤「教育相談or学校カウンセリング」⑥「教育課程」⑦「教育方法」
　　⑨「生徒指導論」（進路指導を含む）」（※養護・栄養教諭においては「生徒指導論」）⑫「道徳教育の理論と実践」
　　⑬「各教科の指導法」の科目から４単位以上（ただし、高免の場合は４単位のうち２単位までは同時履修であることを可とする）
　　⑭「教科に関する専門的事項」に係る科目に関しては、必修単位の４分の３以上⑮「学校教育実践指導Ⅰ」

　　⑧「教育社会学Ａ又はＢ」
　　⑩「特別活動論」⑪「特別な支援を必要とする多様な子どもへの理解と支援」

科目名 受講年次



６． 副免のための教育課程

　副免のための授業科目（教育実習を除く）の履修は開放されているが、教育実習を履修しこれらの教員免許状を取得

することは教育学部の学生に限る。

　履修にあたっては、便覧の巻末に掲載されている教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則を参照して下さい。

特別支援教育に関する科目　

必修選択の別

左記の科目に含めるべ
き科目

科目番号 科　   目     名 特支二種免

特支１０３ 特別支援教育概説 2 ２－０ 3 前 必　修

特支２０３ 知的障害者の心理・生理・病理 2 ２－０ 3 前 必　修

特支３１２ 肢体不自由者の心理・生理・病理 2 ２－０ 3 前 必　修

特支３０３ 病弱者の心理・生理・病理 2 ２－０ 3 前 必　修

特支２０１ 知的障害者教育 2 ２－０ 3 後 必　修

特支３０１ 肢体不自由者教育 2 ２－０ 3 後 必　修

特支３０２ 病弱者教育 2 ２－０ 3 後 必　修

心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の心
理、生理及び病理に関
する科目

特支３１６ 特別支援教育の ための心理・生
理・病理概説

2 ２－０ 2～3 後 必　修

特支３１３ 視覚障害者教育 1 １－０ 3 後 必　修

特支314-1 聴覚障害者教育A 1 １－０ 3 後

特支314-2 聴覚障害者教育B 1 １－０ 3 後

特支３１７ 重複障害者教育 1 １－０ 3 前 必　修

特支２１１ 発達障害者教育 1 １－０ 3 前 必　修

教共４５２ 特別支援学校教育実践研究 1 ０－２ 4 前 必　修

教共４５３ 特別支援学校教育実習 3 ３週間 4 前 必　修

計 24

注　意

   １．　幼、小、中又は高校のいずれかの教員免許を取得していること。（取得見込みを含む。）

   ２．　小学校教育実習Aもしくは中学校教育実習Aを履修済みのこと。

   ３．　特別支援学校教育実習の登録条件

イ）実習時期と期間　：　５～６月に３週間（１５日間）

（１） 特別支援学校教諭免許状 (領域：知的障害者・肢体不自由者・病弱者） 取得のための教育課程

学　期
受講
年次特別支援教育に

関する科目

免許法施行規則に定める科目区分

・心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の教
育課程及び指導法に
関する科目

免許状に定め
られることとな
る特別支援教
育領域以外
の領域に関す
る科目

左記に対応する授業科目

単位
週
時
間

特別支援教
育領域に関
する科目

心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の心
理、生理及び病理に関
する科目

心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の教
育課程及び指導法に
関する科目

特別支援教
育の基礎理
論に関する科
目

・心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の心
理、生理及び病理に関
する科目

選択必修
（聴覚障害者

教育A又はBの
いずれか１科
目を選択必

修）

ア）「特支１０３ 特別支援教育概説」、「特支２０１ 知的障害者教育」、「特支３０１ 肢体不自由者教育」
を履修済みのこと。

第

四

欄

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒
についての教
育実習

第
一
欄

第

二

欄

第

三

欄


